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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究は､ネパールにおける肉類の生産と流通の実態と特徴を､南アジア諸国と対比し

ながら明らかにしたものである｡従来､ネパールにおける肉や肉製品の経済性に関するデ

ータはほとんどない｡また､畜種別の肉の生産と流通に関する研究もほとんどみられない

｡そのため､著者は自ら肉の生産者､加工業者､商人､消費者へのアンケート調査や聞き

取り調査を実施し､データを収集している｡そのことによって､種々の肉畜の生産構造や

生産費､流通(肉畜及び肉類)を分析し､ネパールにおける肉類の生産と流通の実態と問

題点を明らかにするとともに､それらの改善方向を提示している｡さらに､ネパールと比

較しながら南アジア諸国の肉の消費構造のさまざまな違いも明らかにしている｡本研究で

明らかにした点は､次のように要約できる｡

第1に､肉類の生準構造についていえば､ネパールの農業は複合経営であり､農家は種

々の家畜を飼っている｡しかし､各育種の飼養規模は零細であり､養鶏や養豚以外の畜産

の生産性や効率は低く､改良の余地がある｡

しかし､養鶏についていえば､近年､急速に飼養羽数は増加し､自給的な庭先養鶏から

商品生産としてめ養鶏が発達し､小規模な商品生産から大規模な商品生産へと展開してい

る｡大規模な商品生産としての養鶏産業はインテグレーションの段階にある｡ネパールで

は卵1kg当たりの生産費は約腿.1セントであり､バングラディッシュ(69.1セント)やス
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リランカ(68･5セント)よりわずかに低い｡しかし､イン.ドの同生産費軋ネパールより

も約21%低い｡ネパールにおけるブロイラーの生産費は､生体1kg当たり99セントである

｡ブロイラーの場合､生産費は規模によって異なり､1万羽以上の大規模な経営の場合､

1千羽の小碍模な経営に比べて約15･7%生産費は低い｡また､採卵養鶏業の場合､1羽当

たりの利益は71･3ルピー(1･3ドル)であるが､ブロイラー経営の場合､1羽当たりの利

益は約11･0ルビ⊥にすぎず､採卵養鶏業の方が宥和である｡

国民経済における養鶏産業の位置づ桝こつし､ていえば､GDP(国民総生産)の中で養

鶏産業部門が占める割合は約4%であり､重要な産業といえる○ネパールの採卵養鶏の生

産費は南アジア諸国の中では低い方であるが､インド(53･7セント)や中国(46,4セント

)に比べるとまだ高し一ゝ｡一生産資材や生産物の品質はまだよくないため､品質向上のための

努力や改善が必要セある｡

なお､水牛や山羊はインドから輸入され､輸入量は増加しつつある○これらの家畜の技

術水準は低いため､今後､技術改良により発展させる必要がある｡

第2に､流通についていえば､調査の結果､ネパールの家畜市場は次ゐ三つの階層に分

けられ卑ことが分かった｡すなわち､①田舎にみられる初期段鱒の小さな家畜市場､②定

期的に開催亨れるやや大きな家畜市場､そして③大都市にみられるターミナル市場で串る

｡単一の家畜市場で鱒引される1日当たりの平均家畜頭羽数は､牛が1,965頚､水牛780頭

､山羊2･495頭､豚270頭､軌6,500羽である｡なお､市場で取引される家畜の占める割合
は､水牛79･2%､山羊や羊が86･2%､尉7･7%､生鄭9･1%である｡小売価格に対する農

家の分け前は非常に高く､山羊肉の場合79･3%､ついで鶏肉の場合77.9%､豚肉65.8%､

水牛65･Z%である｡したがって､仲買人の分け前は少なく･､多くても水車肉の場合が27.7

%､ついで豚肉が23･6%､鶏肉17.2%､山羊肉12.8%である｡

現在､複合轟営のもとで小頭羽数の家畜が､多くの地域の農家で飼われているため､大

規模な食肉加工工場や専門化された卸売市場､活発な家畜市場等を利用することはできな

い状況にある｡したがっで､そのような状況のもとでは小規模の家畜市場を各地に多く普

及させることや､将来の研究のためにも情報ネットワークを発展させ､食肉市場の計画を

推進することが必要である｡

また､食肉流通上の大きな問題として臥輸送手段や電力施設(冷蔵や冷凍用など)､

情報手段などの基本的な物流施設や機器が欠如し奮いることである｡したがって､それら

の施設･機器の充実が必要である｡

第3に､肉類の消費についていえば､南アジア東国の1人1年当たりの肉の消費量軋

ネ/トルが10･3kgパキスタン12･彼g､インド4･6kg､スリランカ4.8kg､バングラデッシ

ュ3･･2kgであり､アジアの平均26･2kgや世界の平均37･9kgに比べると†非常に少ないとい
える｡したがって､これらの国々では肉類の生産と消費を伸ばす一層の努力が必要である

｡水牛の肉はネ/トルでは需要があり､安い｡したがって､商品生産として､水牛の生産
効率を高めるための改良が必要があり､将来の肉類需要増加に見合う供給体制を整えるこ

とがもpとも重要である｡

ネパールでは(宗教上の理由から)牛肉生産はできないし､また､豚肉も国民中大多数

からは受け入れられる段階にない｡魚や海産物資源は陸地に囲まれた地形から国内供給は
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無理である｡･したがって､養鶏や水牛の振興がネ/トルの人口増加や経済発唇に伴う肉類

需要増加に対して､有力である｡そのための生産技術の向上や生産コストの低減が必要で

ある｡

審 査 結 果 の 要 旨

本研究は､ネパールにおける肉類の生産と流通の実態と特徴を､南アジア諸国と対比し

なやミら明らかたしたものである｡従来､ネパールにおける肉や肉製品の経済性に関するデ

ータはほとんどない｡また､畜種別の肉ゐ生産と流通に関する研究もほとんどみられない

｡そのため､著者は自ら肉の生産者､加工業者､商人､消費者へのアンケート詞査や聞き

取り調査を実嘩し､データを収集してぃる｡そのことによって､種々の肉畜の生産構造や

生産費､流通(肉畜及び肉類)を分析し､ネ′トルにおける肉類の生産と流通の実態と問

題点を明らかにするとともに､それらの改善方向を提示している｡さらに､ネパ･-ルと比

較しながら南アジア諸国の肉の消費構造のさまざまな違いも明らかにしている｡本研究で

明らかにした点は､次甲ように要約できる｡

第1に､肉類の生産構造についていえば､ネパールの農業は複合経営であり､農家は種

々の家畜を飼っている｡しかし･､各育種の飼養規模は零細であり､養鶏や養豚以外の畜産

の生産性や効率は低く､.改良の余地がある｡

しかし､養鶏についていえば､近年､急速に飼養羽数は増加し､自給的な庭先養鶏から

商品生産としての養鶏が発達し､小規模な商品生産から大規模な商品生産へと展開してい

る｡大規模な商品生産としての養鶏産業はインテグレーションの段階にある｡ネ′㌣-ルの

採卵養鶏の生産費は南アジア諸国の中では低い方であるが､インド(53.7セント)や中国

(46,4セント)に比べるとまだ高い｡生産資材や生産物の品質はまだよくない冬め､品質

向上のための努力や改善が必要である｡

第2に､流通についていえば､調査の結果､ネパールの家畜市場は次の三つの階層に分

けられる｡すなわち､①田舎にみられる初期段階の小さな家畜市場､②定期的に開催され

るやや大き.な家畜市場､そして③大都市にみられるターミナル市場である｡/ト売価格に対

する農家の分け前は非常に高く､山羊肉の場合79.3%■､ついで鶏肉の場合77.9%､豚肉65

･8%､水牛65･2%である｡したがって､仲買人の分け前は少ない｡
また､食肉流通上の大きな問題としては､輸送手段や電力施設(冷蔵や冷準用など)､

情報手段などの基本的な物流施設や機器が欠如していることである｡したがって､それら

の施設･機器の充葵が必要である.さらに､現在､複合経営のもとで小頭羽数の家畜が､

多くの地域の農家で飼養されているため､大規模な食肉加工工場や専門家された卸売市場

､活発な家畜市場を利用することはできない現況にある｡したがって､そのような状況の

もとでは､小規模な家畜市場を各地域に多く普及させることや､将来の研究のためにも情

報ネットワークを発展させ､食肉市場の計画を推進することが必要である｡

本論文は､ネパールにおける肉類の生産と流通の実態と問題点を､南アジア諸国と比較

しながら明らかにし､改善方向を提示している｡従来､ネパールにおける畜種別の肉の生

産と流通に関するデータや研究がほとんどない中で､データを自ら収集し､分析した革具

は貴重であり､かつ論理的考察がなされている｡

以上の内容について､審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学

位論文として､十分価値あるものと認めた｡
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